
令和６年度
豊岡市 認知症地域支援推進員活動報告

認知症地域支援推進員について

１ 認知症地域支援推進員： ２名

２ 認知症地域支援推進員の役割 ：認知症施策担当
（１）普及啓発・本人発信支援

（２）予防

（３）早期発見・早期対応

（４）医療・ケア・介護サービス・介護者への支援

（５）認知症バリアフリーの推進・若年性認知症の人への支援・社会

参加支援

報告者氏名:豊岡市役所高年介護課 林恭子、山田晃子

令和６年度 認知症地域支援推進員活動報告書（記載様式）



豊岡市 認知症施策全体図



令和６年度認知症地域支援推進員具体的活動報告

認知症VR体験会
1 目的

・市民が、認知症の症状を疑似体験することで、認知症を正しく理解し、

適切な接し方について知識を得ることができる

・市民が、認知症の症状の疑似体験を通し本人の立場に立った支援を考える

機会とする

２ 対象

・市内在住・在勤の認知症ケアにかかわる支援者（介護保険関係事業所職員）

・市内在住の認知症の人の家族介護者

３ 内容

VRで認知症状を疑似体験し、感じたことについてグループワークを通して、

認知症についての理解・知識を深める。

４ 実施

2024年９月30日～10月4日 ９回

５ 参加者

福祉職員、家族介護者、市職員 合計 78名

普及啓発・本人発信支援
認知症の人の生活を知り、ともに暮らすための普及啓発
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実施してみて・・・

・体験したことがないことは想像がつかないので、VR体験をすることで、まず気持ちの想像をしてみる

・３～４人のグループとし、それぞれが体験の感想を共有した。また、全体での感想の共有も行い、

いろいろな感じ方があることを知ってもらった

・機械の操作がスムーズにいくように職員を配置した

・認知症についての説明は身近なものとして感じてもらえるよう、わかりやすく説明をした

参加者の感想・・・

・VR体験をし、お互いに感想を伝えあうことで、今までなぜこんな言動をするのかわからなかったが、

見え方が違うことがわかり、納得できたという感想があった

・介護者の声のかけ方で、本人の安心感がかわっていくと感じた

・否定をされたくない気持ち、話を聞いてほしいと思う気持ちが分かった

• 最後に・・・

認知症の本人の気持ちを自分事としてとらえるきっかけになったと思います。福祉関係の職員の参加が多

かったですが、今まで「？」だった言動について、なんとなく「こんな気持ちだったかも」と本人の立場に立って

考えてもらえたのではないかと感じています。

今後は、介護経験の有無だけでなく関心のある方にも体験してもらい、認知症の正しい理解について普及

啓発をしていきたいです

普及啓発・本人発信支援
認知症の人の生活を知り、ともに暮らすための普及啓発
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